
2 .研究会※・学会大会における研究(実践)発表

(P. 24'"'-'54) 

※学会の前身である研究会の第 1回研究大会から第

5回研究大会までの研究発表論文は，旧「レクリ

エーション研究」の第 1号から第 5号に発表抄録

として掲載され，第6回研究大会の研究発表の発

表抄録は，第7回研究大会にあたる研究論文(研

究発表形態ではなく投稿形態がとられている)と

共に「旧レクリエーション研究」第6・7合併号

への掲載となっている。



資料(2) 研究会・学会大会における研究(実践)発表

〈第 1田研究大会:>-1965年一

1. レクリエーションの価値に関する研究

渡 辺三城(鹿沢大学)

2.仕事と余暇を結ぶレクリエーション理論について

瀬口 彰(同志社大学)

3.都市化過程にある地域住民のレクリエーション意

識に関する研究

江橋慎四郎(東 京 大 学)

池田勝(東京大学)

4. レクリエーション意識とその規定要因との関係

浅 田隆夫(東京教育大学)

5. レクリエーション意識の研究

一中小企業に働く卒業生を在学時と比較して

稲垣保彦(富山県立大谷技術短大)

6.労働者の労僧対余暇意識について

前川峯雄(東京教育大学)

7.中年以上の主婦を対象としたレクリエーション

一一 N体操会の指導と実践を通じて

森園澄子(東京女子体育大学)

8. キャンプ・カウセリングの一考察

斎 藤仲次(東京学芸大学)

9. IWide-Recreation SystemJによって実験し

た児童生徒の教育効果について

林 寿彦(広島国際青少年協会)

10. 出羽三山地区観光レクリエーション調査

阿南文也(福島テレビ)

11.ある企業のレクリエーション施設の基本計画と展

開例

江橋慎四郎(東 京 大 学)

12. ヨーロッパにおけるレクリエーション運動

小川長治郎(日本レク協会大学)

〈第2回研究大会〉一1966年一

1. レクリエーション振興にはたす協同組合の役割り
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に関する社会的研究

o影山健(都立大学)

中島豊雄(名古屋学院大学)

寺沢猛(豊田工専)

2.琵琶湖のレクリエーションに関する計画学的研究

阿南文也(環境デザイン研究所)

3.簡単にできるスポーツの体系化および考案

三 隅 達 郎 ( 基 督 教 大 学 )

O 高橋和敏(基督教大学)

4. サノイーピアにおけるスポーツ， レクリエーション

に関する研究

その1.研究の意図と方法

前川峯雄(東京教育大学)

O斎藤定雄(JI頂天堂大学)

その 2. スポーツ， レクリエーションの現状

浪越信夫(JI頂天堂大学)

その 3. スポーツレクリエーション意識

北 森 義 明 ( 順 天 堂 大 学 )

5.年齢からみたレクリエーション活動分化の動向

浅田隆夫(東京教育大学)

6.大阪市を中心とする地域の中小企業従業員のレク

リエーションについて

o西山勝次(大阪工業大学〕

島崎秀雄(大阪工業大学)

7.職場レクリエーションの研究

一ーとくに週休2日制の職場について

秋吉嘉範(九州大学)

8. レクリエーションからみた社交ダンスの在り方

深町一夫(昭和空圧 K K) 

9. デイキャンププログラムについて

斎藤仲次(東京学芸大学)

10. レクリエーションにおける使用用語の反省

三 隅 達 郎 ( 基 督 教 大 学 )

11. I楽しみ」の意識について



瀬口 影 ( 同 志 社 大 学 )

12. レクリエーション意識の変化について

稲垣保彦(富山県立大谷短大)

13. インテグ、レーテッドノfーソナリティとコ・レクリ

エーション

山崎 進(昭和女子短大)

〈第 3 回研究大会~ -1967年一

1.辺地校と養護施設の交流林間学校実施記録について

三 尾輝行(側大隈鉄工所)

2.高校生の余暇活動の実態および、余暇観についての

研究

斉 藤耕二(東京学芸大学)

3.教員の勤務時間の確立に伴う学校におけるクラブ

活動の将来について

前 川峯雄(東京学芸大学)

4.教育キャンプに関する研究(看護学生の場合)

その1.健康観について

。山本武彦 CH頃天堂大学)

北森義明 CH頂天堂大学)

宮下 桂治(JI頂天堂大学)

井生忠夫 CH回天堂大学)

松波慎介(順天堂大学〕

5.教育キャンプに関する研究(看護学生の場合)

その 2. キャンピングの評価について

。宮下桂治 CH頃天堂大学)

山本武彦(順天堂大学)

北森義明()1頂天堂大学)

井上忠夫 CH頂天堂大学)

松波慎介 CH頂天堂大学)

仏教育キャンフ。に関する研究(看護学生の場合)

その 3.生活構造における教育キャンプの位置

。北森義明 CH頂天堂大学)

山本武彦 CH頂天堂大学)

宮下桂治 CH頂天堂大学)

井上忠夫 CH頂天堂大学)

松波慎介()1頂天堂大学)

7.職場におけるレクリエーション・スポーツの実施
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とその影響について

。野間口英敏(東 海 大 学)

塩谷宗雄(東 海 大 学)

森田徳之助(東 海 大 学)

小林修平(東 海 大 学)

越智三王(東 海 大 学)

王 貞彦(東 海 大 学)

村上 繁(東 海 大 学)

8.主婦の生活態度とレクリエーションについて

田村喜代(東京学芸大学)

9. レクリエーションの意識と態度について

。西山勝次(大阪工業大学)

島崎秀雄(大阪工業大学)

10. レクリエーション意識の研究(第 3報)

稲垣保彦(大谷技術短期大学)

11. レクリエーション運動に影響する要因について

片岡暁夫(日本女子大学)

12. ゴールデンウィークにおける東京都区部居住者の

レクリエーションの実態調査(昭和42年度)

林 実(経済企画庁)

13.一富市におけるレクリエーションに関する調査研究

長谷川純三(東京教育大学)

14.農村におけるレクリエーションの摂取容態について

鈴木勝衛(福島大学)

15.農村生活の変化とこれに対応するレクリエーショ

ン組織の発展に関する研究

団琢磨(島根大学)

〈第4回研究大会〉一1968年一

1.高等学校ホーム・ルームレクリエーションに関す

る研究

安尾宏一郎(都立王子工業高校)

2.子供のレクリエーションと安全能率開発について

(第1報)

稲垣 保彦(富山県立大谷技術短期大学)

3. レクリエーション意識について(その1)

森圏澄子(東京女子体育大学)

O松浦三代子(東京女子体育大学)



立花照美(東京女子体育大学) ついて

4.過疎地域におけるこどもの生活とあそび

団琢磨(島根大学)

5.学童における SNORKELの取扱い指導に関す

るこ，三の研究

山本武彦(順天堂大学〉

。宮下桂治(順天堂大学)

川合武司(順天堂大学)

井上忠夫(順天堂大学)

河野静也(東京歯科大学)

6.職場におけるレクリエーション活動の機能に関す

る研究(第 1報)

前川峯雄(東京教育大学)

塩谷宗雄(東 海 大 学)

越智三王(東 海 大 学〉

山崎 進(土浦短期大学)

金塚 弘(三共株式会社)

柴田勝次郎(目立習志野工場)

山本武彦(順天堂大学)

。北森義明(順天堂大学)

宮下桂治()I頂天堂大学)

井上忠夫(順天堂大学)

7.某モデル職場におけるレクリエーション実施の影

響に関する研究

塩 谷宗雄(東海大学)

。越智 三 王 ( 東 海 大 学 )

8.職場のスポーツクラブに関する調査研究

ー一市原市の企業体の事例を中心として一一

斎藤定雄()I頂天堂大学)

。浪越信夫(順天堂大学)

加藤欣一(市原市教育委員会)

9.戦後のレクリエーション文献に隠する研究(雑誌

を中心として)

守能信次(東京大学大学院)

10. レクリエーションに対するイメージの研究(第1報)

高 橋和敏(東海大学)

11.英国の PhysicalRecreationの最近の動向に

ー一特にC.C.P.R.の刊行誌

Phyeical Recreationを通して一一

浅田隆夫(東京教育大学)

山市 孟(都立第一商業高校)

12. ORRRCのレポートと CaliforniaPublic 

Outdoor Recreation Planの比較研究

荘司正徳(都立第一商業高校)

13.米.独におけるレクリエーション行政の比較

川口 貢(横浜国立大学)

14.教育キャンプに関する研究(看護学生の場合)

その1.健康観について

山本武彦(順天堂大学)

北 森 義 明 ( 順 天 堂 大 学 )

宮下栓治(順天堂大学)

井 上 忠 夫 ( 順 天 堂 大 学 )

松 波 慎 介 ( 工 学 僕 大 学 )

。杉森みど里()I頃天堂高等看護学校)

大林和子(順天堂高等看護学校)

15.教育キャンプに関する研究(看護学生の場合)

その 2.キャンピングの評価について

山本武彦(順天堂大学)

北森義明(順天堂大学)

宮下桂治(順天堂大学〉

井上忠夫(順天堂大学)

松波慎介(工学院大学)

杉森みど里(目標天堂高等看護学校)

大林和子(順天堂高等看護学校)

16.教育キャンプに関する研究(看護学生の場合)

その 3.生活構造における教育キャンプの位置

山本武彦(11頂天堂大学)

北森義明(11頂天堂大学)

宮下桂治(順天堂大学)

井上忠夫(順天堂大学)

。松波慎介(工学院大学)

杉森みど里(JI頂天堂高等看護学校)

大林和子()I頂天堂高等看護学校)

po 



17.大学正課体育におけるキャンプクラフト指導法の研究

(正課体育におけるキャンプクラフトの位置づけ)

三 隅達郎(関東学院大学)

高橋和敏(東海大学)

。今井 毅(国際基督教大学)

18.勤労青年の野外活動に関する調査研究

江橋慎四郎(東 京 大 学)

。高橋盾男(東京大学大学院)

19.離島における主婦の生活意識と余暇活動

田村喜代(東京学芸大学)

20.余暇行動における職業的地位・役割因子の分析

池田 勝(東京大学大学院)

21. 19世紀後半の米国初・中教育におけるレクの位置

片岡暁夫(日本女子大学)

22. 20世紀初期のアメリカにおけるレクリエーション

指導者養成の過程

今井浩明(東京農度大学)

23. Physical exerciseにおける概念の変容過程

井戸和郎(奈義町教育委員会)

9.中小企業におけるレクリエーション活動について

池田豊彦(森下製網所)

10. レクリエーション疲労回復に関する研究(パドミ

ントンが都立第一商業高校夜間定時制高校生の疲労

とどう関係しているか)

荘司正徳(都立第一商業高校)

11.週休2目指j実施と職場レクリエーションの動向

(特にレクリエーション管理の問題を中心として)

高橋健夫(東京教育大学)

12.職場におけるレクリエーション活動の機能に関す

る研究(第2報)

(委託共同研究)

13.観光とレクリエーションの関係について

出口一重(伊豆観光開発)

14.社会人の余暇行動に関する分析

池田 勝 ( 東 京 大 学 大 学 院 )

15.昭和40・60年国民外出回数推計

林 実 ( 地 域 計 画 研 究 所 )浅田隆夫(東京教育大学)

〈第5国研究大会>-1969年一 〈第6回研究大会>-1970年一

1.小学校におけるレクリヱーション教育の意義と位

置づ、けについて(生活教育を再検討する立場から)

弘中栄子(東京教育大学)

2.米国諸州の体育指導要領における Recreationの原理

片岡暁夫(日本女子大学)

3.米国における地域社会のレクリエーションについて

木 庭修一(東京学芸大学)

4.英国における PhysicalRecreationの近代化

(特に19世紀末-20世紀初頭について)

浅 田隆夫(東京教育大学)

5.野外教育・学校キャンプと余暇教育の関連について

斉 藤仲次(東京学芸大学)

6. キャンプの教育的機能に関する研究(その 3)

井上忠夫(順天堂大学)

7.老人の余暇に関する研究

守能信次(東京大学大学院)

8.岡山県奈義町における家庭レクリエーションの振興
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1.都市児童における遊戯の発達課題

高橋健夫(東京教育大学)

2.都市家庭における遊戯教育の検討

弘中栄子(東京教育大学)

3.都市における児叢の遊戯的文化内容についての調

査と分析

片岡暁夫(日本女子大学)

4.都市における社会制度と児童遊戯の関係

川口 貢(横浜国立大学)

5.都市の物的環境と児童遊戯についての一考察

荘司正徳(都立第一商業高校)

6.遊戯の近代化と構造

浅田隆夫(東京教育大学)

7.家庭におけるレクリエーション種目の分類

山崎 進(昭和女子短期大学)

木 村 静 枝 ( 昭 和 女 子 短 期 大 学 )

8.職場におけるレクリエーションの機能に関する研



究(第三報)

北森義明()I頂天堂大学)

前川峯雄(東京教育大学)

塩谷宗雄(東 海 大 学)

山崎 進(昭和女子短期大学)

山本武彦(順天堂大学)

金 塚紛弘(三共株式会社)

柴田勝次郎(目立習志野工場)

越智三王(東海大学)

宮下桂治(順天堂大学)

井上忠夫(順天堂大学)

9. ナワなし「ナワとび」動作のエネルギ一代謝に関

する研究

三宅義信

10. キャンピングの教育的機能に関する研究(その4)

山本 武彦(I順天堂大学)

北森義明()I頂天堂大学)

宮下桂治()I頂天堂大学)

井上忠夫()I頂天堂大学)

杉森みど里(順天堂高等看護学校)

奥井鈴江()I国天堂高等看護学校)

伊藤祐子()I頂天堂看護学校)

〈第7回研究大会 CI日「レクリエーション研究」

第 6・7合併号に掲載)> -1971年一

(投稿形態)

1. レクリエーションへの想い

三隅達郎(基督教大学)

2.余暇教育序論

池田 勝 ( 東 京 大 学 大 学 院 )

守能信次(東京大学大学院)

〈第 1回学会大会〉一1971年一

1. Stanley Parkerの iWork -LeisureJ論に関

する一考察

高橋健夫，浜本定彦(大 阪 大 学)

2. ニューディール政策とレクリエーション

瀬口彰，仲村要(同志社大学)

3.遊びの考察

青木泰三(大阪府立大学)

4. ゲーム指導法の実験的考察

一← GSRにる分析を中心に

高橋和敏，今村義正，大北文生，野間口英敏

(東海大学)

5.わが国に於ける地域フォークダンス団体及び指導

者の意識と活動

服部洋子，武井正子，神山須

(順天堂大学)

6.青年団におけるレクリエーション活動の現状と問

題点

川 口 文 子 ( 日 本 青 年 館 )

7.地域社会のレクリエーションに対する大学の寄与

斉藤定雄()I頂天堂大学)

8.職場におけるレクリエーション実施の影響に関す

る研究

野間口英敏，塩谷宗雄，高橋和敏，今村義正

(東海大学)

9.社会教育施設におけるレクリエーションの指導に

高橋員照(淑 徳 大 学) ついて

3. レジャーラーとしての芭蕉の研究素描

岡田日郎

4. レクリエーション・リーダーの任務に関する原理

的考察

片 岡暁夫(日本女子大学)

<調査>大学の正課体育における影響等の現在の余暇生

活に及ぼす影響に関する調査報告

江橋慎四郎(東 京 大 学)
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北九州市立玄海青年の家における現状と課題一一

音成彦始郎(青 年 の 家)

10. わが国における体育・スポーッ施設利用の社会学

的分析

厨 義 弘 ( 福 岡 教 育 大 学 )

11.キャンプにおける野外教育プログラムについて

斉藤仲次(明治学院短期大学)

12.キャンプ生活における実証的研究



富士山麓・山中湖のキャンプ場を中心にして 学会委託研究委員会

鈴木孝雄(麻布獣医科大学)

13. キャンプ教育的機能としての可能』性について 〈第 2回学会大会〉一1972年一

一一社会的感受性訓練としての可能性について一一 1.遊びの考察

宮下桂治，山本武彦，北森義明，井上忠夫 青木泰三(大阪府立大学)

(順天堂 大 学 2. レクリエーション理論の妥当性に関する研究

14. キャンプの教育的機能に関する研究

社会的感受性訓練としてのオリエンテーリン

グの効果について

井上忠夫，山本武彦，末吉義明，宮下桂治

(JI頂天堂大学)

15.生活指導としての病院レクリエーションについて

古賀正宏，末吉光彦，紫木憲彦

(八 幡 厚 生 病 院 )

16.精神病院におけるレクリエーション療法に関する

研究

武井正子ほか(JI頂天堂大学)

17.精神病院におけるレクリエーション療法の新しい

試み(その1)

ーレクリエーション療法の理論的背景一一

浅井正昭ほか(日 本 大 学)

18.精神病院におけるレクリエーション療法の新しい

試み(その 2)

一一個人の体力・運動機能およびレク要求に応じ

たレク療法の実際ーー

浅井正昭ほか(日 本 大 学)

波越信夫(JI頂天堂大学)

19.精神病院におけるレクリエーション療法の新しい

試み

浅井利勇(浅 井 病 院)

浅井義弘(日 本 大 学)

波越信夫(順天堂大学)

浅井邦彦(東京医科歯科大学)

武内三二(浅 井 病 院)

浅井正昭(日 本 大 学)

20.東京都野外スポーツ・レクリエーション施設計画

のための調査研究(報告)
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池田 勝(大阪体育大学)

3. レクリエーションの意味論的検討

薗田 硯哉(日本レク 1)エーション協会)

4. スポーツとビューリタニズム

小野間芳(東京教育大学)

5. スポーツ意識の社会的背景

片岡暁夫(東京教育大学)

6.個人の属性からみた青少年のスポーツ意識

山市 孟(都立第一商業高校)

7. スポーツ意識とクラブ活動の問題

川口 貢(横浜国立大学)

8. スポーツ意識とスポーツ種目の関連

荘司正徳(都立第一商業高校)

9.総括・スポーツ教育試論(中・高校生のスポーツ

意識調査の結果)

浅田隆夫(東京教育大学)

10. レジャー研究におけるM・カプランの位置

金崎良三(九州大学)

11.本学学生にみられるレジャーレクリエーション観

仲村要(同志社大学)

瀬口 彰(同志社大学)

12.地域におけるスポーツ普及に関する一考察

江橋慎四郎(東

粂野 豊(文

京大学)

部省)

森部宏英(東京大学)

13.主婦のレクリエーション活動の動向について

大森雅子，森園澄子，松浦三代子

(東京女子教育大学)

14.主婦の自由時間利用について

佐藤幸子(仙台大学)

15.福島市内の職場レクリエーション・クラブ実態に



ついて

佐瀬一夫(福島富学校)

黒 沢勝利(市教育委員会)

鈴 木勝衛(福島大学)

16.主婦のスポーツクラブの現状

鈴木 孝雄(麻布獣医科大学)

17.精神病院におけるレク活動・指導考察

末 吉光彦(八幡厚生病院)

18. レクリエーション療法に対する新しい試み

武 内三二(浅井病院)

19. レクリエーション療法に対する新しい試み

山崎友大(浅 井 病 院)

武内三二，浅井利勇

(浅 井 病 院)

浅井正昭，浅井義弘(日 本 大 学)

20.精神病院におけるレクリエーションに関する研究

(その 2)

河野信弘，武井正子，井上忠夫，神山須真

(順天堂大学)

鈴木定，矢島幸子(越ヶ谷病院)

21.キャンプ・プログラムの研究

一一ボランティア・ラリーの効果についてー←

井上忠夫，宮下桂治(順天堂大学)

について一一

秋吉嘉範(福岡教育大学)

27.パーソナリティとレクリエーション活動との相関

について

川口文子，染谷洋子(日本青年館)

小田切毅一(日本レクリエーション協会)

28.企業の第一線監督者(フォアマン)を対象とした

レクリエーションに関する調査

千葉 和夫(日本レクリエーション協会)

29. ゲーム指導法の実験的考察(II)

一一 G・S.Rによる分析を中心に

大北文生，高橋和敏，今井義正，野間口英雄，

川向妙子 (東海大学)

鈴木秀雄(北里大学)

30. ゲームに対するイメージの比較考察

一一 SD法によるグループの比較一一

鈴木秀雄(北里大学)

高橋和敏，大北文生，野間口英雄，川向妙子

(東海大学)

31.モータリゼーションに関するナショナル・コンセ

ンサスの形成と新しい交通公園

浅井正昭，吉田和夫(日 本 大 学)

稲吉博，鈴木辰雄，横田東

22.人間関係訓練としてのキャンフ。の方法論について (ホンダ安全運転普及部)

宮下桂治，井上忠夫(順天堂 大学 32.新しい交通公園とその役割

23. アメリカにおける私設組織的教育キャンプの経営 稲吉博(ホンダ安全運転普及部)

に関する実態について 浅井正昭，吉田和夫(日本大学)

斉藤仲次(日本キャンプ協会) 鈴木辰雄，横田東(ホンダ安全運転普及部)

24. フォークダンス普及に関する研究 33.新しい交通公園における具体的なシステムについて

一学校におけるフォークダンス指導について一一 鈴木辰雄(ホンダ安全運転普及部)

吉永トシ子，松木真吾 浅井正昭，吉田和夫(日本大学)

(新潟女子短期大学) 稲吉博，横田東(ホンダ安全運転普及部)

25.国際交流の場におけるフォーク・ダンス・民踊に 34.新しい子供の遊び場計画とその利用実態について

ついての考察 杉尾邦江(こどもの国)

池間 博之(日本レクリエーション協会<(第 3回学会大会〉一1973年一

26. レクリエーション指導者に関する研究2 1. rスポーツ参加」における阻害条件

一職場レクリエーション・リーダーの養成情況 山市 孟(都立第一商業高校)
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浅 田隆史(東京教育大学)

2.産炭過疎地域におけるレクリエーションの研究(1)

金 崎良三(九州大学)

3. レクリエーション集団の現状と問題点

(1) 集団の規約の有無による比較

佐瀬一夫(県立福島盲学校)

鈴 木勝衛(福島大学)

4.地域のレクリエーション講習会の需要の増大と，

それが家庭に及ぼす影響について

佐 藤幸子(仙台大学)

5. コミュニティーレクリエーションセンターとして

の YMCAに関する事例研究

永吉宏英，江橋慎四郎

(東京大学)

6.野外レクリエーションの適正環境に関する研究I・E

進士五十八(東京農業大学)

7.頚肩腕障害対策の実験的研究

塩谷宗雄(大正大学)

8.少年矯正教育におけるレクリエーション

一一カナダ・オンタリオ州を例にとって一一

諸星 裕(オンタリオ州矯正省)

9.精神病院におけるサイクリング療法について

音田篤， 川 口 宏 ，渡辺弘，浜田透

(紀泉病院)

10. プレセラピーのプログラムに関する研究

須田柳治(順天堂大学)

11.現代レクリエーションの問題点

長谷川修一郎

(桃山学院大学)

12.我国キリスト教主義・レクリエーション運動の歩

み(その1)成瀬・松浦・安部の論説について

泰 芳江(同志社女子大学)

13. レクリエーションの意味論的研究(その 2)

薗田 硯哉(日本レクリエーション協会)

14.最近のレジャー・レクリエーション観についての

一考察

特に京都市周辺部小企業従業員を中心に一一

仲村要(同志社大学)

瀬口 彰(同志社大学)

15.新開にみるレクリエーションへの示唆

西山勝治(大阪産業大学)

16.子供の体育遊びに関する研究(その 3)

一広場での遊びの問題点一

松木真言(新潟女子短期大学)

17.組織キャンプに関する一考察

一一学校におけるキャンプの再検討一一

山本英毅(日本福祉大学)

18.露営キャンプについて

野沢巌(埼玉大学)

19.教育的効果を高めるキャンプファイヤーの運営に

ついて

河村 文人(山口県石城山青少年宿泊訓練所)

20.余暇におけるスポーツサウナの位置づけ

神山須真(順天堂大学)

21.学生の夏期休暇利用法に関する実態調査

瀬崎節子(大阪基督教短期大学)

〈第4聞学会大会:>-1974年一

1.老人の健康生活とスポーツ

秋吉嘉範(福岡教育大学)

2. 日本人のスポーッ規範

社会科学的アプローチ一一

難波邦雄，浅田隆夫(東京教育大学〉

3. スポーツクラブの管理運営に関する試論

宮下桂治(順天堂大学)

宮下弘子(フジスポーツクラブ)

4. キャンプの教育的機能に関する研究

一一感受性訓練の応用とその効果ーー

井上忠夫，宮下経治(， 順 天 堂 大 学 )

5. レクリエーションリーダー研修会における態度の

変化について

川向妙子，高橋和敏，大北文生，野間口英敏

(東海大学)

鈴木 秀雄(7ロリダ州立大学大学院)

6. レクリエーション指導効果に関する研究
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(その1)一一レクリエーション集団の性別構成比

のさがいによる指導効果の差異について一一

外木場達雄，田中正志，久富さよ子

(福岡大学)

7.大学生の余暇活動調査

日比野朔郎(京東府立大学)

8.大学生のレクリエーションの経験と意識について

山本久乃武，長島博

(専修大学)

9. スポーツ教室にみられる女性の余暇観(その1)

寺 岡一郎(大阪体育協会)

10. サイクリングの社会的考察

青木泰三(大阪府立大学〕

11.ポーランドにおける Physical-recreationの

推移

清 和洋子(中央大学)

12.最近のレジャー， レクリエーション観をめぐる問

題点について

仲村要，瀬口彰(同志社大学)

13. フィジイカル・レクリエーション成立に影響を与

える諸要因の研究

一一林の数量化理論E類を用いて

永吉宏英，江橋慎四郎(東 京 大 学)

14.生活時間調査による「レジャー」の測定

池田勝，江藤明英(大阪体育大学)

15.新入生の健康管理について

塩谷宗雄(大正大学)

16.視力障害児のおそびの実態とその意識に関する研

"*' ;1u 

第 1報盲，準盲について

佐瀬一夫(福島盲学校)

17.精薄児のレクリエーションセラピーに関する一考

察

梅田靖次治(福岡県立直方養護学校)

〈第 5田学会大会〉一1975年一

A-1 企業体における週休2日制の完全実施と厚生

ースポーツ，レクリエーション施設の実態に
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ついて一一

佐藤幸子(仙
ぷ品、
口 大学)

A-2 家族レクリエーションについての研究

一一夏休み中の小学生のレクリエーション

秋吉嘉範(福岡教育大学)

A-3 陸上競技における中高年者運動競技能力の事

例的研究

近藤公夫(奈良女子大学)

A-4 参加児童を中心としたキャンプの試み

短期キャンプによる一一

石井英行(社会福祉法人輿望館)

A-5 キャンプの教育的機能に関する研究

一一システム化の問題について

井上忠夫(順天堂大学)

A-6 スポーツクラブの管理運営に関する試論

一一運動機能の評価基準設定について一一

宮 下 桂 治 ( 順 天 堂 大 学 )

A-7 学生の音楽に関する晴好調査

久富さよ子(福 岡 大 学)

A-8 女性の余暇における公共体育施設の位置づけ

(国立西ケ丘競技場スポーツサウな及び婦人ス

ポーツ教室)

武井正子(順天堂大学)

A-9 高年層の保養意識行動に関する研究就業面か

らのアプローチ

原田憲一(東京教育大学)

A-lO 高年層の保養意識行動に関する研究特に世代

間交流について

加藤泰樹(東京教育大学)

8-1 地域レクリエーション指導者の活動実態

一運動的視点から

千葉 和夫(日本レクリエーション協会)

8-2 ポーランドにおけるレクリエーション

Physical recreation 第二次世界大戦後)

清和洋子(中央大学)

8-3 旅の考察

宿泊の意識と実態から



青 木泰三(大阪府立大学)

B-4 コミュニティ，観光レクリエーション構想計

画に就いて

ー鳥取県西部地域をケース・スタディとして

進士五十八(東京農業大学)

B-5 レクリエーション・イメージの構造について

金 崎良三(九州大学)

B-6 日常用語にみられるレクリエーションレジャー

観について

仲 村要(同志社大学)

B-7 権回保之助に見る娯楽概念の変貌

薗田 硯哉(日本レクリエーション協会)

B-8 組織キャンプの自我概念の変化に及ぼす影響

野沢巌(埼玉大学)

B-9 視害障害児のあそびの実態とその意識に関す

る研究 第二報先天盲と後天盲の比較研究

佐瀬一夫(福島県立盲学校)

B-lO 肢体不自由者のバドミントンについての研究

水田賢二(国立身障者センター)

〈第6回学会大会>-1976年一

A-l 余暇情報の提供について

鳥海宗一郎(千葉市帆コミュニティセント)

A-2 保護行動の顕現化に関する一考察

加藤泰樹(東京教育大学)

A-3 保護意識と保養施設に対する希望について

松 原周信(筑波大学)

A-4 レクリエーション教育の一考察(1)

坂口正治(東洋大学短期大学)

A-5 レクリエーション教育の一考察(2)

石井允(立教大学)

A-6 レクリエーションの形式観と価値観について

沢村博(日本大学)

A-7 視覚障害児のあそびの実態とその意識に関す

る研究第三報

佐瀬一鼓(福島県立盲学校)

A-8 ぶらさがり健康法の実験的研究

塩 谷宗雄(日本体育大学)

n
d
 

A-9 レクリエーション指導法

小泉紀雄(日本体育大学)

B-1 小学生の野外活動指導に関する一考察

鈴木孝雄(麻布獣医科大学)

B-2 冬の林間学校の自由活動について

山田 誠 ( 神 戸 外 国 語 大 学 )

B-3 小学生冬の林間学校における期待と成果につ

いての実践的研究

冨松京一(東京教育大学大学院)

B-4 高齢者の近隣意識の実態について

渡辺本江(淑徳大学)

B-5 シニア・エージのレクリエーション活動の動

向について

大森雅子(東京女子体育大学)

B ← 6 老後の生活意識と世代間交流について

原因憲一(東京教育大学)

B-7 民踊教室の実態とその意識について

和田忠(秋田大学)

B-8 一過性組織キャンプ継続性組織キャンプにつ

いての実践的研究

野沢巌(埼玉大学)

B-9 レクリエーション登録指導者の活動実態につ

いて

一一運動的視点から

千葉 和夫(日本レクリエーション協会)

〈第7回学会大会〉ー1977年一

1 余暇とコミュニティ

コミュニティ活動とその拠点づくり

鳥海宗一郎(千葉市コミュニティ事務局)

2 日常生活闘におけるコミュニティ施設整備のため

の基礎的研究

一般住民及び活動グループからみた施設相互

の関係

木村 誠(東京都立大学建築学科)

3 パキスタン共和国におけるレクリエーション緑地

の計画

近藤公夫(奈良女子大学住居学科〕



4.遊戯論の座標

近 藤英男(奈良教育大学)

5. レクリエーションの概念に関する原理的考察

平井 章(筑波大学大学院)

6. I社会体育」論におけるレクリエーションの位置

づけについて

浜口義信(筑波大学大学院大学)

7. RE-CREATIVE BEHAXIORの研究

葎村博(日本大学)

8.戦後における ILeisreと Recreationの論義」

の展開過程に関する一試論

小田 切毅一(奈良女子大学)

9. ポーランドにおけるレクリエーション指導員の養

成

清和洋子

10. レクリエーション教育と野外活動

←日本とフィリピンの比較的研究一一

G .lda Lasat. 

11.受験期にある青少年の余暇生活に関する研究

一ーとくに健康および体力への影響について

池田 勝

12.二部学生の生活・余暇時間に関する調査

渡辺苓生

13.生活時間配分調査による余暇構造分析

神崎清一

14. トーチの照度と燃焼時間に関する実験的研究

大石示郎

15.井桁の照度と燃焼時間に関する実験的研究

大石示郎

16.高齢者の健康状態と生活意識

音海哲子

17.高齢者の学歴と生活意識について

音海哲子

18.高齢者の旅行意識と実態

音海哲子

19.高齢者の仕事の有無からみた余暇活動旅行につい

て
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音海哲子

20.教育効果を高めるオリエンテーリングの一考察

国馬善郎

21.精神障害者(分裂病)におけるキャンプの影響に

ついて

富永京二，手塚一郎

22.頚肩腕障害に対する治療的レクリエーションの実

践的研究

運動療法のあり方に関して一一

大塚孝夫

23.企業内における健康づくりとその影響に関する実

験的研究

田端 太

塩谷宗雄(東海大学)

24.国際線スチュワーデスにおける勤務後のすごし方

と時差への対応について

山崎律子(東海大学大学院)

25. レクリエーション・リーダーの性格について

西野 仁(東海大学大学院)

26. レクリエーション指導者の活動実態について

一一レク運動的機能レベルの分析一一

千葉和夫)

27. キャンプ・カウンセラーの性格的特性に関するー

研究

一一特にキャビン・グループに凝集性との関係に

ついて

原田宗彦，長谷川純三

28.教育的組織的キャンプにおけるキャンプカウンセ

ラーの指導に関する研究

一一日本体育大学キャンプ実習の場合

森 慶治

29. スキー実習時における人間関係の深まりに関する

研究

土井浩信，野沢 巌

〈第8回 学 会 大 会 〉 一 1978年一

1.地域社会のレクリエーション活動に関する研究

一一寺分地域と城島地域の比較検討から一一



竹内雅和

2.新聞にみる「レクリエーション」という語の用例

についての考察

薗田硯哉

3. レクリエーション活動種目に関する興味について

一一大学生の場合一一

西野 仁

4.地域社会のスポーツ振興に関する調査研究

一ーとくに住民調査の結果を中心に一一

塚本真也

5.婦人スポーツサークル参加者の健康・意識に関す

る実態調査

角田享子

6.高齢者の若い世代に対する意識について

杉町百合子

7.戦前の林間学校について

一一主として「日本学校衛生」誌にみられる資料

より

山田 誠

8.厚生運動の一考察

一一特に社会情勢とのかかわりに於いて一一

坂口正治

9. I余暇教育」のための大学体育について

稲垣保彦

10. “よく遊びよく学ぶ"児童・生徒の健康および生

活状況の特性

山口泰雄，長久保賢

11.キャンプにおける泣きの研究

飯田 稔

12.幼児キャンプ参加者の社会性の発達と母親の養育

態度

諸澄敏之

13.幼児キャンプにおけるキャンパー・カウンセラー

人間関係，評定尺度に関する研究

赤井利男

14.看護学校におけるキャンプの実態について

野沢 巌

15.女子大生のキャンピング体験と意識に関する調査

国馬善郎

16. アメリカにおける OutwardBound Schoolに

関する研究

Doctoral Dissertationを中心に

井村 仁

17.義務教育段階における野外教育の将来(中間報告)

デルファイ法による将来予測

師同文男

18. キャンプにおけるカウンセラーのリーダーシップ

機能に関する研究

倉本満枝

19.現代レジャーブームの一環としてのスキーブーム

伊藤新子

20. レクリエーション指導者(上級・一級)の現状と

特性

神崎清一，池田 勝

〈第9回学会大会〉一1979年一
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1.高齢者のコミュニティー活動に関する実態

自主運営の高齢者健康クラブを中心としてー

梅津迫子

2. コミュニティー・スポーツ活動の拠点づくり

住民の組織化について実践的考察

斉藤源吾

3.学校開放施設における一考察

鈴 木 孝 雄

4.市区町村レクリエーション団体の実態について

千葉和夫ほか

5.ゲームで使用される用具の変遷(その1)・さい

ころの形とその使い方

小林武雄

6.幼児における体力測定方法についての一考察

従来の方法と興味づけした場合一一

田村岳史，山崎律子

7.農耕従事者レクリエーショントレーニングについて

稲垣保彦，足立原貫

8.体育・スポーツ的レクリエーション活動が身体障



害者に果たす役割

<四肢麻薄者のケース事例より>

渋谷美和子

9.女性のからだと運動について

角田享子

10.心理的特性と余暇活動に関する調査研究

職業訓練校生を事例としてー

小田南州生

11. レクリエーション活動の社会的構造について

西野 仁

12.義務教育段階における野外教育の将来

一一デルファイ法による将来予測

師岡文男

13. ビブリオグラフイカルワークの検討と修正に関す

る研究

Rolf Meyershonが Journalof L巴lsure

Research Vol. 1.， Wint巴r1969に発表した

ものを中心に一一

鈴 木秀雄(関東学院大学)

〈第10回学会大会)>-1980年一

1.キャンプにおける女子学生の対人態度の変容

橘 直隆

2. 冒検キャンプ経験が中学生の不安に及ぼす影響

井村 仁，飯田 稔

3. レクリエーションとしてのサイクリング教育

特にサイクリングコースのセッティング

田崎健太郎

4.石川県におるアウトドアー・レクリエーション活

動と環境教育に関する実態

杉 尾 邦 江 ( フ レ ッ ク 研 究 所 )

5. フランスにおける自然公園行政の現状と問題点

特にレジオン自然公園のレクリエーション的

および社会経済的意義について

守能信次(中京女子大学)

6. パーコロジー研究①

一一自然空間におけるレクリエーション行動の生

態調査と分類←ー
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進士五十八(東京農業大学)

小倉きみえ

7. ゲームで使用される用具の変選(その 2) 

一一盤ゲーム分類について一考察一一

小松武雄(日本大学)

8.ゲーム指導の評価の分析

末吉守英ほか(大阪体育大学)

9.運動経験のもつ意味とレクリエーション指導に関

する一考察

近藤良享

10.女性のからだと運動について

一一動きと排尿一

角田享子(淑徳保育専門学校)

11.コミュニティ・レクリエーションの社会的機能に

関する一考察

社会的相互作用性と社会的事業参加につい

て一一

海老原修(東京大学)

12. コミュニティスポーツの住民組織に関する研究

新出昌明(東海大学)

13.企業内レジャーと人間関係

一一 WorkMoti -vationへの寄与という観点か

り←ー

香川 真

14.職場レクリエーションの実態調査

浅野 晃(日本レクリエーション協会)

15. ゲートボールに関する調査研究

金崎良三(九州大学)

16. ゲートボール運動の現状と課題

青木泰三

17.体育専攻学生の生活時間について

瀬戸純子ほか

18.社会福祉におけるレクリエーション視点

薗田硯哉ほか

19. 日本人のレジャー構造に関する研究

一一クオリティ・オブ・ライフと関連して一一

畑孝幸ほか



20.北アメリカにおけるレジャー行動研究の動向

原因宗彦

21.アメリカにおけるレクリエーション指導者の養成

方法に関する研究

一一特に現職教育にいてー

三浦 裕，浅田降夫

22. キャンプ・カウンセラーの性格的特性に関するー

研究

一一特にキャビン・グループに凝集性との関係に

ついて

原田宗彦(筑波大学大学院)

23.教育的組織的キャンプにおけるキャンプカウンセ

ラーの指導に関する研究

一一日本体育大学キャンプ実習の場合

森 慶治(日本体育大学)

24. スキー実習時における人間関係の深まりに関する

研究

土 井浩信(警察大学)

〈第11回学会大会〉ー1981-

A-l 高齢者キャンプ参加者のキャンプに対する期

待と満足について

高見 彰(筑波大学大学院)

A-2 高齢者の体育・スポーツ指導に関する研究

松浦三代子(東京女子体育大学)

A-3 高齢者の余暇の意識構造と利用度の考察

金 命砕(国立釜山大学)

A-4 精神薄弱(児)者の心身の発達と社会参加を

促進するためのスペシャル・オリンピックに関

する研究

鈴 木秀雄(関東学院大学)

A-5 ノfーコロジー研究②園地空間に於ける静的休

養行動者間の安定間距のスケール実験調査

進士五十八(東京農業大学)

A-6 中高層住宅団地内における子どもの情操にか

かわる屋外レクリエーション空間のあり方

満園武雄(側石勝エクステリア)

A-7 我が国の野外レクリエーション利用に関する
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研究

~明治初期の日光地域について~

永嶋正信(東京農業大学)

A-8 自然歩道の計画標準策定に関する研究

麻生 恵(東京農業大学)

A-9 森林のレクリエーション開発と地場産業につ

いて

宮林茂幸(東京農業大学)

A-I0 現地社会におけるレジャーの検討

~創造性の問題を中心にして~

力野由美(筑波大学大学院)

A -11 Interestからみな Recreationの Concept

Designに関する研究

~特にその Interest-Habituationについて~

新保淳(筑波大学)

A-12 子どものスポーツ参与における家族の影響に

ついて

~スポーツ組織参加者と非参加者の比較検討~

海老原修(東京大学大学院)

A-13 コミュニティ・スポーツとコミュニティ形成

堺賢治(愛媛大学)

A-14 スポーツクラブ参加と生活構造の変化

~三鷹市家庭婦人スポーツクラブ参加者の場合~

今野守(日本大学)

A-15 公民館組織の委員とスポーッ活動に関する研

"" プu

新出昌明(東海大学)

B-l プレイ教育について若干の考察

~その方向性について~

高松昌宏(筑波大学大学院)

B-2 キャンプ・カウンセラーの不安に関する研究

平野吉直(筑波大学大学院)

B-3 キャンプにおけるカウンセラーの者動分析

~特に「しかる」を中心に~

久保田康雄(筑波大学大学院)

B -4 Adventure Program経験が参加者の不安

に及ぼす影響



井村 仁(筑波大学大学院)

8-5 女子学生のキャンプにおける自己概念の変化

に及ぼす要因

星 野敏男(明治大学)

8-6 長期キャンプの意義に関する研究

~特に人間関係を中心として~

清水 雅己(筑波大学大学院)

8-7 学校キャンプ参加者のキャンプ活動に関する

調査

仲野 寛(筑波大学大学院)

8-8 青少年海外自然教育活動の運営に関する一考

察

竹谷和之(筑波大学大学院)

8-9 雪上キャンプにおけるテント及びイグルー内

温度の変動について

金子和正(筑波大学大学院)

8-10 飯盆炊さんにおける飯盆反転の意味

野沢巌(埼玉大学)

8-11 登山時における幼児の心拍変動

山本 悟(筑波大学大学院)

8-12 日本における渓流カヌーの普及の現状と問題

点

芳賀健治(山口女子大学)

8-13 スキーにおける片側偏重に関する研究

村上利栄(筑波大学大学院)

8-14 イメージ・トレーニングを用いなパラレル・

ターンの指導法について

浦田憲二(筑波大学大学院)

8-15 全日本スキ一連盟のスキー教室におけるスキー

技術と指導体系の変還

外川重信(筑波大学大学院)

〈第12回学会大会〉一1982一

1. rレクリエーション活動の誘因構造について」

早崎正城(宮崎法律経済研究所)

2. r機能概念としての「体育」と「レクリエーショ

ン」に関する一考察」

山下和彦(福岡大学〕
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3. r子どもの水泳教室参加に対する親の役割」

椛沢聖子(日本大学)

4. r子どもの水泳教室参加に対する親の意志決定過

程」

山岸明郎(日 本大学)

5. rレクリエーションに関する若干の考察

観光レクリエーションを中心として 」

松原洋三(立教大学)

6. r家庭婦人のスポーツクラブ参加と家族関係」

今野守(日本大学)

7. rランニング愛好者にみる価値志向の変容」

宮川雅(日本大学)

8. rスキー・セミナー参加学生の意識調査」

阿部信博(日本大学)

9. r <クリケット〉に関する研究」

山田 誠(神戸市外国語大学)

10. r鹿教湯温泉ヘルスケアトレーナーの運動プログ

ラム

第一報一」

丸山久美子(鹿教湯温泉健康保養協会)

11. rリハビリテーション病院におけるレクリエーショ

ン(第 l報)

一一箆教湯病院におけるレクリエーション活動10

年のあゆみ 」

藤田勉(鹿教湯病院)

12. rわが国野外レクリエーションの利用に関する研

究E

特に日光地域の基地条件について 」

永嶋正信(東京農業大学)

13. r児童の野外空間活動における基本問題等との考

察

特に児童の野外キャンプにおける自然との接

触について一一」

五十嵐葉子(杉並区役所)

14. r女子学生のキャンプにおけるプログラムと不安

の変化について」

星野敏男(明治大学)



15. r野外活動指導者に関する管理的研究

一一 LeaderServiceをめぐる基本的課題 」

石橋 保(福岡教育大学)

16. r野外レクリエーション活動が活動地域に及ぼす

インパクトについて

一特に，地元中学生の意識を中心に 」

高野 透(筑波大学大学院)

17. r中高年高血圧者のキャンプ生活による効果につ

いて」

川村協平(山!梨大学)

18. r視覚障害者の夏山登山の現状について

大阪市盲人福祉協会の場合 」

堀 良 子 ( 帝 塚 山 学 院 大 学 )

19. r精神病院におけるゲートボール活動

一一レクリエーション療法種目のーっとしてー」

鈴木 定(順天堂越谷病院)

20. r精神科病院における集中的レクリエーション指

導の試み

3泊4日の野外活動を通じての報告と考察一一」

末吉光彦(八幡厚生病院)

21. r高齢者の健康体力意識調査の一報告」

渡辺等生(専修大学)

22. r高齢者の体育・スポーッ指導に関する研究(第

2報)

運動経験による体力の変化について 」

大森雅子(東京女子体育大学)

〈第13回学会大会〉ー1983ー

1. r学生のレジャー行動と交友関係についての研究

~とくにライフ・スタイルの側面から-J

栗原邦秋(東海大学大学院)

川 向妙子(東海大学)

高 橋和敏(東海大学)

2. r大学生の余暇活動の変容」

日比野朔郎(京都府立大学)

3. r子どもスイミングスクール参加に対する親の期

待」

椛 沢聖子(日本大学)
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田中鎮雄(日 本 大 学)

山岸明郎(日 本 大 学)

松林 肇(日 本 大 学)

武田正司(日 本 大 学)

4. r地域における家庭婦人ソフトボールクラブ活動

の一考察」

大杉淳子(作陽音楽大学)

5. r家庭婦人のスポーツクラブ参加と家族関係

~バレーボールクラブの分析を中心にして-J

今野 守(日 本 大 学)

田中鎮雄(日 本 大 学)

武田正司(日 本 大 学)

6. rランニング愛好者にみる価値志向

~女性ランナーを中心にして-J

宮川 雅(日 本 大 学)

田中鎮雄(日 本 大 学)

藤井立三(明 星 大 学)

今野 守(日 本 大 学)

7. r企業内におけゑ健康づくりの実態について」

星野敏男(明 治 大 学)

鎌 田 英 爾 ( 工 学 院 大 学 )

鈴木文夫(余暇開発センター)

8. r勤労者の健康・体力に関する調査研究」

横山文人(筑波大学大学院)

池田勝(筑波大学)

9. r精神分裂病患者における在院時のレク活動への

関わり方」 鈴木 定(順天堂越谷病院)

10. r肢体障碍者の運動興味に関する考察」

金命酢(釜山大学)

11. r治療的レクリエーションが軽症成人病所見者に

及ぼす影響」

植屋悦男(中日本体力問題研究所)

植屋節子(中日本体力問題研究所)

加藤道子(中日本体力問題研究所)

横野しず香(中日本体力問題研究所)

12. rスポーツ・レクリエーション車椅子者(背髄損

傷者)に対するテニス指導の試み」



村上茂子

(欄11県総合リノゼリテーション・センター)

13. I第6回国際スペシャルオリンピック夏季大会日

本選手団参加報告とその足跡」

鈴木秀雄(関東学院大学)

14. I高齢化社会における指導者養成(横浜市)につ

いての一考察」

角田 亨子(淑徳保育生活文化専門学校)

松浦三代子(東京女子体育大学)

15. Iゲートボール活動の普及と変化」

田中史郎(側)公園緑地管理財団〕

16. I楽しみの構造分析

~スポーツや運動における世代的，性的特性-J

山本清洋(岡山県立短期大学)

犬飼義秀(岡山県立短期大学)

17. Iレジャー行動における「動機」と「期待」につ

いて

~第 1報方法の検討と手法としての質問紙の開

発-J

西野仁(東海大学)

メアリー・ウォルシュ(イリノイ大学大学院)

今野守(日本大学)

18. Iレクリエーション活動と社会・経済的要因の関

係に関する研究」

海 老原修(東京大学大学院)

〈第14回学会大会〉一1984ー

A-1 高齢化社会におけるスポーツ・レクリエーショ

ンの対応に関する一考察

後藤 哲也(中京大学大学院)

A-2 宗教活動のもつレクリエーション要素につい

て

~レクリエーションの生活化からのアフ。ローチ~

田中 一行(尼崎南高等学校良元分校)

A-3 ジョルジュ・パタイュの視角からとられたス

ポーツ・レクリエーション

芳賀健治(東京家政学院大学)

A-4 児童の心理的特性と親の教育的態度，感覚教
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科目の好悪，成績との関係

~一次集計による基礎的考察~

梅津麹子(女子聖学院短期大学)

A-5 子供の体育教室参加に伴う遊び生活の変容

綿田育代(日本大学)

A-6 スポーツ参加と職場環境への適応

増田慧(日本大学)

A-7 スポーツ参加と従業員の生きがい

今野守(日本大学)

A-8 老後における余暇に関する一研究

~サークル所属者と非所属者との相違について~

鷲見勝博(中京大学)

A-9 スポーツ・レクリエーション行動研究におけ

る方法論考察 I

~活動参加調査における回答誤差に関する研究~

原因 宗彦(ベンシルベニ了州立大学)

A-10 肢体障碍大学生の障碍部位別による体育活動

興味調査研究

金命俳(釜山大学)

B-1 欧米における余暇・レクリエーションに関す

るデーターベースと文献情報検索システムにつ

いて

山口泰雄(鹿屋体育大学)

B-2 浜名湖地域における水域利用拠点の適性配置

に関する調査

毛塚 宏(ラック計画研究所)

B-3 フィットネス運動に関するシステム・アプローチ

横山文人(筑波大学大学院)

B-4 新聞記事にみる「緑のレクリエーション活動」

の成立とその特性

伊藤俊哉(ダイヤモンド造園技研)

B-5 リハビリテーション病院におけるレクリエー

ション(第2報)

~レク・アンケートを実施して~

金 野 智 秀 ( 鹿 教 湯 病 院 )

B-6 保育所にみる健康・体力づくりに関する試み

~体力測定結果の指導へのフィードパックにつ



いて~

深 代千之(鹿屋体育大学)

B-7 学校レクリエーションの視標

稲垣保彦(富山大学)

B-8 地域における家庭婦人ソフトボール・クラブ

活動の特に技術面についての一考察

大 杉淳子(作陽音楽大学)

B ← 9 高齢化社会における指導者養成(横浜市)に

ついての一考察(第2報)

角田 享子(淑徳保育生活文化専門学校)

B-lO 余暇生活診断法の開発に関する研究(1)

~既存余限生活関連診断法の内容分析~

今井 毅(日本体育大学)

〈第15回学会大会〉一1985-

A-1 キャンプリーダーの不安について

一一障害児デイ・キャンプにおける初参加リー

ダーの場合一一

高橋 伸(国際基督教大学)

A-2 中途視覚障害の余暇時間

生活時間調査の結果から

渡辺文治

(神翻|際総合リハビリテーションセンター)

A-3 野外レクリエーション空間としての都道府県

立自然公園の現状に関する調査研究

永嶋正信(東京農業大学造園学科)

A-4 大都市近郊における森林レクリエーションに

ついて

一一東京都西多摩都奥多摩町におけるレクリエー

ション需給の現状と問題点

宮林茂幸(東京農業大学林学科)

A-5 都市公園の利用者による公園評価等に関する

研究

一一北習志野近隣公園の場合

小川貰(日本大学)

A-6 スキー講習中におけるスキーヤーの危険認知

について

金子和正(共栄学園短期大学)
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A-7 レジャーと身体活動の運動量に関する研究

一一短大生の場合一

西田俊夫(淑徳短期大学)

A-8 スポーツ参加のコミュニティ・モラール形成

機能に関する研究

一一特に，自治省モデル・コミュニティについ

て

川西正志(鹿屋体育大学)

A-9 三隅達郎のレクリエーション観に関する研究

谷戸一雅(余暇問題研究所)

B-1 レクリヱーションワークの効果測定法につい

ての研究

千葉 和夫(日本レクリエーション協会)

B-2 伝承遊びの構造分析

山本清洋(東京都立大学)

B-3 勉学志向とスポーツ・レクリエーション行動

椛葎聖子(日本大学)

B-4 高齢者のための健康・レクリエーション教室

参加とその機能

小俣里知子(日 本 大 学)

B-5 従業員のレクリエーション行動と職場環境

(認知)

武田正司(日本大学)

B-6 スポーツクラブ参加に対する親の期待

期待のタイプと関連要因との関係一一

綿田育代(日本大学)

B-7 キャンプ事前調査結果についての一考察

特に参加の動機と期待についての親子の比

較を中心として一一

上野 幸(余暇問題研究所)

B-8 農村生活体験が子供に与える影響について

宮下桂治(ji頃天堂大学)

B-9 余暇生活診断法の開発に関する研究(2)

一一診断法モデルの構造と構能

今井 毅(日本体育大学)

B-10 レクリエーション指導の基本構造に隠するー

考察



薗田 硯哉(日本レクリエーション協会)

B-11 地域レクリエーション協会による長期継続型

指導者養成機関の運営に関する考察(第 l報)

一一八王子レクリエーション学園における実践

モデルの分析一一

三本 勲夫(八王子レクリエーション学園)

〈第16回学会大会〉ー1986-

A-1 幼児の運動遊びと親の教育態度

綿田育代(日本大学)

A-2 子どもの社会化過程と運動・スポーツ行動

親の意識分析から

松 村悦博(日本大学)

A-3 勉学志向とスポーツ・レクリエーション行動

(第2報)

椛沢聖子(日本大学)

A-4 幼児保育の今日的課題 「就学前教育」一一

『課業と遊び』ーーの予備的考察

浅田隆夫(目白学園短期大学)

A-5 I幼児期」における発達課題について

基本的生活習慣・母親の期待像等を中心と

して

梅津麹子(女子聖学院短期大学)

A-6 幼児の社会的生活習慣の育成について

堀 良 子 ( 帝 塚 山 学 院 大 学 )

A-7 領域回「音楽リズム」に関する幼児の遊戯行

動

深山千穂子(女子聖学院短期大学〕

A-8 幼児教育における「課業(領域「自然JI健

康JI絵画製作J)J遊びとの関係についての考

察

松浦三代子(東京女子体育大学)

A-9 ソビエトのピオネールキャンプに関する研究

里見悦郎(東海大学大学院)

A-lQ 児童キャンプの教育的効果に関するー研究

自主性診断検査 (DTI)からみた自主性の

効果を中心として一一

馬場進一郎(日本体育大学)
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A-11 キャンプ期間についての基礎的研究

一一中学校教員の意識の分析一一

福田芳則(大阪体育大学)

A-12 レクリエーションスキーの技術評価に関する

研究

金子和正(共栄学園短期大学)

A-13 アメリカにおける野外教育の歴史と展望

星野敏男(明治大学)

B-1 Iレクリエーション」に対するイメージの研

'*' ;tu 

とくに大学生の事例比較を中心に

高橋 伸 ( 国 際 基 督 教 大 学 )

B-2 学生生活における Re-creation行動に関

する研究

N大学の場合

阿部信博(日本大学)

B-3 日本厚生協会設立までの経緯

沢村博(日本大学)

B-4 女子従業員のレクリエーション参加と職場環

境認知

増田慧(日本大学)

B-5 余暇・スポーツデータベースの情報サービス

の現状と課題

山口泰雄(鹿屋体育大学)

B-6 体育・レクリエーション・プログラム評価に

関する経営学的研究

一一ライフサイクル理論の応用一一

原田宗彦(鹿屋体育大学)

B-7 高齢者の健康・レクリエーション教室参加と

その効果

小俣里知子(日 本 大 学)

B-8 高齢者スポーツの振興に関する研究

一一高齢者スポーツの在り方とその方向性につ

いて

山本英毅(日本福祉大学)

B-9 コミュニティ・レクリエーション活動圏と日

常生活圏の関係について



海老原修(東京大学)

B-10 ニュージランドの都市空間における創造的野

外レクリエーションの実態とその事例

杉尾邦江(プレッス研究所)

B-11 都市公園の利用者による評価等に関する研究

一一船橋市内二公園の比較から一一

小川貰(日本大学)

B-12 キャンプ場の利用状況と施設の評価について

白州町営尾白の森キャンプの場合

朝 倉徳雄(日本大学)

〈第17回学会大会〉ー1987-

A-1 ソビ、エトのビオネール組織に関する研究

~ビオネールの活動と組織，運営について~

竹内正雄(星薬科大学)

B-4 スポーツ消費者のライフスタイルに関する研究

原因宗彦(大阪体育大学)

B-5 生涯スポーツとしてのディスク・スポーツに

関する研究(1)

~高齢者におけるディスク・コツレフについて~

手塚麻美(側ピープル)

B-6 レクリエーションに関するイメージの研究

~特に「楽しい」および「遊び」を中心として~

高橋 伸(国際基督教大学)

B-7 学生生活における RE-CREATION行動

に関する研究

阿部信博(日 本大学)

里見悦郎(東 海 大 学) ~第18回学会大会~ -1988-

A-2 キャンパーの観察方法に関する一考察(第2報)

谷戸一雅(余暇問題研究所)

A-3 rアメリカ大統領野外活動諮問委員会 (PCAO)

答申」にみるアメリカの野外レクリエーション

の動向

師同文男(上 智 大 学)

A-4 子ども社会化過程と運動遊び

綿回育代(日 本 大 学)

A-5 「運動遊びの課業化」カリキュラム構成に関

する研究

梅諌廼子(女子聖学院短期大学)

A-6 幼児の運動遊びの規定要因

松浦三代子(東京女子体育大学)

A-7 音楽・リズムあそびの課業化に関する研究

深山千穂子(女子聖学院短期大学)

B-1 リゾート地における男子中高年での軽度健康

異常者の短期保養の効果

大 堀孝雄(東海大学)

B-2 高齢者健康・レクリエーション教室参加とそ

の効果 (II)

小俣里知子(日 本 大 学)

B-3 中高年者の社交ダンスに関する研究

~参加者の意識とその運動強度について~
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A-1 子どもの遊びの実態について

大平 滋(浜松短期大学)

A-2 リズムあそびを通しての対人認知発達について

鈴鹿信子(第 1保育短期大学)

A-3 体力レベルと日常生活関連要因の関係について

海老原修(横浜国立大学教育学部)

A-4 事務職員のレクリエーション活動の疲労回復

効果に関する研究(1)

伊藤順子(日本体育大学)

A-5 学校キャンプ実施期間についての基礎的研究E

福田芳則(大阪体育大学)

A-6 リゾート開発の現状と課題

村越千春(住環境計画研究所)

A-7 社会体育「専門職」の指導者マーケットに関

する研究

原田宗彦(大阪体育大学)

A-8 フライングディスクの普及と発展に関する研究

島健(上智大学)

A-9 ソビ、エトの社会人レクリエーション制度成立

過程に関する研究

里見悦郎(東海大学)

A-lQ ホノルルマラソンフィニシャ一日米比較研究

山田文男(大谷女子大学)



〈第19回学会大会〉一1989一

A~l 自然意識について

o塚本珪一(日本余限文化振興会)

A~2 環境教育のネ見点を持つ野外レクリエーション・

プログラムの開発に関する研究(1)

~プログラム開発の意義を中心として~

。伊藤順子(日本体育大学)

A~3 山岳性リゾートにおける統合化の分析

~長野県八方尾根，岩岳，栂池高原スキー場の

事例研究~

O 井坂保子(鹿屋体育大学大学院)

A← 4 地域住民倶IJからみたリゾート開発(1)

~旅行型レジャー活動実施者のリゾートイメー

シ~

o川西正志(鹿屋体育大学)

A~5 地域住民側からみたリゾート開発(1)

~リゾート法の認知状況とリゾートイメージに

ついて~

O 菊地秀夫(鹿屋体育大学)

A~6 西歴2000年の我が国レジャー施策の方向

~デルファイ調査結果より~

。西野仁(東海大学)

A~7 民間スポーツクラフ。の将来予測に関する研究

O富山 浩三(大阪YMCA社会体育専門学校)

A~8 スポーツクラブ会員のプログラム参加に影響

を及ぼす要因に関する研究

~特に，クラフe内の仲間の影響について~

O藤本淳也(鹿屋体育大学大学院)

A~9 登校拒否中学・高校生に対する冒険キャンプ

の効果

o飯田稔(筑波大学)

A~ lO キャンプと健康(第 1報)

~中高年・老人のキャンプ~

O川村協平(山梨大学教育学部)

A~ l1 中高年齢者とダンスの適合性に関する研究

O 山下昭子(神奈川大学)

A~12 社交ダンスの運動強度に関する研究
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~一般中高年者について~

。竹内正雄(星薬科大学)

B~l 学校レクリエーションの研究

~その内容と推移について~

O 田中 一行(兵庫県立西宮今津高等学校)

B~2 児童・生徒の生活時間に関する国際的比較研

"" 7u 

。長ケ原誠(鹿屋体育大学大学院)

B-3 子ども会におけるスポーツ活動の現状と諜題

~特に，球技大会を中心に~

O仲野隆士(中京大学)

B ← 4 コミュニティ・モラールとコミュニティ活動

の関連性に関する研究

~地域スポーツ集団を中心に~

o金子守男(中京大学)

B~5 地域スポーツ指導者におけるキャリア・バター

ンの分析

。岳藤史泰(鹿屋体育大学大学院)

B~6 レクリエーション指導者養成E類課程認定校

の就職マーケットに関する研究

~特にリゾート関連企業のマーケットについて~

。野村一路(日本体育大学)

B-7 スポーツ・レクリエーション指導者のドロッ

プアウトに関する要因論的研究(1)

~指導活動にともなう生活支障とのめり込み度

との関連を中心に~

。松尾哲也(福岡大学)

B~8 スポーツイベントにおけるボランティア活動

の継続意欲に関する研究

~満足度が継続意欲に及ぼす影響について~

o綿 祐二(鹿屋体育大学大学院)

B~9 オープンスペースでの体育・スポーツ的活動

について

o青沼 増美(勤労青少年指導者大学講座)

B~10 視覚障害者のレクリエーションに関する研究

。永松 義博(福岡県立久留米農芸高校)

B~ l1 精神薄弱者のレクリエーション活動における



心拍数の変化について

。御代田成人(相模原市けやき体育館)

B-12 ユーザーからみた海洋スポーツの需要に関す

る研究(1)

O酒井哲雄(鹿屋体育大学)

B-13 水辺レクリエーション活動における水難事故

の統計的推移

O真 竹昭宏(筑波大学)

〈第20回学会大会:>-1990-

A-l レジャー時代の余暇教育

o久 川太郎(流通経済大学)

A-2 ヨハン・ホイジンガのプレイ論に関する歴史

的研究

O杉浦 恭(筑波大学大学院研究生)

A-3 東洋的身体観に基づくレクリエーション概念

分析の試み

O芳賀健治(東京家政学院大学)

A-4 Iレクリエーション指導j概念の変選と展望

。千葉和夫(日本社会事業大学)

A-5 ニュージーランドにおけるガーデニングのレ

クリエーション的価値

o杉尾 邦江(プレック研究所)

A-6 自然意識(2)

。塚本珪一(大阪薫英女子短期大学)

A-7 キャンプ経験による児童の自然観の変化

~連想、法を用いて~

o中野友博(筑波大学)

A-8 冒険キャンプ経験が児童の一般性セルフ・エ

フィカシーに及ぼす影響

。関根章 文 ( 筑 波 大 学 大 学 院 )

A-9 キャンプに対する高齢参加者の意識

~キャンプ参加高齢者の不安を中心として~

O中島一郎(国際武道大学)

A-lO 神奈川県における盲人卓球

~練習を支援するボランティアを中心に~

。渡辺文治

(神奈川県総合リハビリテーションセンター)
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A-ll 生涯学習社会に向けての生涯学習システムと

しての地域生活文化

~山形・黒川能を支える人々の生活史研究をモ

デルとして~

o梅津 佳子(日羽越レジャーライ7楠期願)

A-12 転換期における国民体育大会の意義と役割に

関する調査

~特に生涯スポーツの振興事業としての観点か

り~

O鴨井 啓(大竹総合科学専門学校)

B-l I歩くスキー」の概念の明確化に関する一考察

o三浦 裕(北海道教育大学)

B-2 100キロハイクに関する研究

O佐藤 初雄(国際自然大学校NOTS)

B-3 ホノルルマラソン完走者の満足要因の分析

~日本人完走者を対象として~

。松本耕二(鹿屋体育大学大学院)

B-4 地域におけるスポーツイベントの研究(1)

~菜の花マラソン完走者の満足要因の分析~

。野川春夫(鹿屋体育大学)

B-5 地域におけるスポーツイベントの研究(2)

~ボランティアの継続意欲を規定する要因の分

析~

O長ケ原誠(鹿屋体育大学)

B-6 地域におけるスポーツイベントの研究(3)

~地域ビジネスとの関連から~

。菊地秀夫(鹿屋体育大学)

B-7 成人男性のライフステージから見たレジャー・

ライフスタイ Jレ

。川西正志(鹿屋体育大学)

B-8 成人男性の駒子型レジャー実施者のパケーショ

ン・ライフスタイ Jレ

O北村尚治(鹿屋体育大学)

B-9 スポーツにおける若者(女子)のライフスタ

イJレ

O梅津迫子(女子聖学院短期大学)

B-lO 現代青年(女子)のスポーツ意識・行動の傾



向について

。松浦三代子(東京女子体育大学)

B-11 女性の余暇活動参加歴に関する研究

。三宅 基子(日本レクリエーション協会)

B-12 リゾート地におけるレジャー・ダイパーの意

識について

。千足 耕 一 ( 筑 波 大 学 大 学 院 )

B-13 民間スポーツクラブの将来予測に関する研究E

~成熟期におけるスポーツクラブ運営への提言~

o富山 浩三(大阪YMCA社会体育専門学校)

〈第21回学会大会>-1991一

A-1 I我が国古典文学に見る“余暇・生活文化"

能力の評価」

-r源氏物語』を中心に~

。米村恵子(財・余暇開発センター)

A-2 I社会体育専攻学生の友人関係における話題

と契機についての調査研究」

~とくにその生きがい感とのかかわりから~

o蔦田倫子(余暇問題研究所)

A-3 I現代女子大生のスポーツ意識の動向」

~大学問の比較~

o松浦三代子(東京女子体育大学)

A-4 I女性の余暇、活動に影響を及ぼす要因に関す

る研究(1)J

~妻の余限活動に対する夫婦の意識調査から~

O野村一路(日本体育大学)

A-5 I女性の余暇活動に影響を及ぼす要因に関す

る研究(1)J

~妻の余暇活動参加パターンの分析から~

O三宅 基子(財・日本レクリエーション協会)

A-6 I余暇行動の実態に関する日・緯比較研究」

~経済的発展と内在・外在的要因との関わりか

り ~

o"}壬 光絃(中京大学大学院)

A-7 Iレクリエーション運動の展開に関する一考

察」

~個に視点をあてたプログラムの試み~
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O 宮下栓治 CII回天堂大学)

A-8 Iレクリエーション運動の展開に関する一考

察」

~個に視点、をあてた余暇情報システムの開発に

ついて~

O 戸田安信(船橋市自遊人協会)

A-9 Iレクリエーション運動の展開に関する一考

察」

~市民の意識変化に対応した実践例から~

O 木村 博人(東京水産大学非常勤講師)

A-lO I公共体育館の利用とその誘因に関する研究

(I )J 

~利用者の居住分布との関係~

O国原淳子(中京大学)

A-11 I公共体育館の利用とその誘因に関する研究

(II )J 

~利用者の活動内容と施設満足度との関係~

O佐藤 馨 ( 中 京 大 学 大 学 院 )

A-12 Iスポーッ施設のプログラム評価に関する研

究」

~特にプログラム・ライフサイクル分析について~

。原田 尚幸(大阪体育大学特別研究生)

A-13 Iスポーツイベントへの評価に関する比較研

究」

~ホノルルマラソンvs指宿菜の花マラソン~

O野川春夫(鹿屋体育大学)

A-14 Iトライアスロン参加者の満足要因の分析」

O太田 繁(聖徳大学短期大学部)

A -15 I日常的ライフスタイル因子とバケーション・

ライフスタイル」

O 北村尚治(鹿屋体育大学大学院)

A-16 I幼少年期のレジャー行動と青年期のチャン

ピオンスポーツ志向」

O 田辺英夫(日本大学)

B-1 I商業スポーツクラブ指導者の職務満足に関

する研究」

~二要因理論を適用して~



o岳藤 史泰(大阪YMCA社会体育専門学校)

B-2 Iレクリエーション上級指導者に関する研究

( I)J 

~指導者の活動実態について~

。永松目 樹 ( 中 京 大 学 大 学 院 )

B-3 Iレクリエーション上級指導者に関する研究

(ll)J 

~指導及び資格に対する意識を中心に~

O仲野隆土(中京大学)

B-4 I社会福祉分野における“レクリエーション

指導"概念の変遷と展望」

~主として高齢者福祉分野を中心として~

o千葉和夫(日本社会事業大学)

B-5 I障害児キャンプ指導者のボランティア活動

の継続に関する研究」

~ボランティア活動に対する価値意識と役割意

識について~

。綿 祐二(東京都立大学)

B-6 I重度障害者を対象としたかかわり方に関す

る一考察」

~重症心身障害者の余暇生活支援を促進する~

。茅野宏 明 ( 武 庫 川 女 子 大 学 )

B-7 Iブラインドスキー参加者の意識j

~アンケート調査の結果から~

。渡辺文治

(神奈

B一8 I熟年者の余H暇段活動に関する研究」

O 藤本淳也(鵬騨スポーツ麗糊|髄)

B-9 I高齢者のスポーツに関する調査研究」

~グランドゴルフ愛好者を対象として~

。佐橋由美(樟蔭女子短期大学)

B-lO I高齢者のスポーツイベント参加における意

識と行動」

o山口泰雄(神戸大学)

B-11 Iキャンプに対する高齢参加者の意識(2)J

~事前事後における不安の変化を中心として~

。中島一郎(国際武道大学)
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B-12 Iキャンプと健康(第2報)J

~キャンプにおける高齢者の加速度脈波および

血圧の変化~

O川村協平(山梨大学教育学部)

B-13 Iダンス・パーティー中の心拍反応について」

O竹内正雄(星薬科大学)

B-14 Iレクリエーションダンスにおける attractive

な動きの研究」

~上肢について~

。井上九美(樟蔭女子短期大学)

B-15 I環境教育の視点を持つ野外レクリエーショ

ンプログラムの開発に関する研究llJ

~環境教育プログラム・ネイチャーゲームの分

析~

。大島順子(日本体育大学)

B-16 I都市近効の歩く道“京都トレール"の思考

と設定方法」

o塚本珪ー(大阪薫英女子短期大学)

B-17 I関東地方におけるゴルフコースの立地特性

についてJ

。油井正昭(千葉大学園芸学部)

〈第22回学会大会〉一1992-

A-l I“レクリエーション指導"からみた高齢者

福祉サービスの考察」

千葉和夫(日本社会事業大学)

A-2 I中高年労働者における定年退職後の余暇活

動に関する研究」

松永敬子(大阪体育大学大学院)

原因宗彦(大阪体育大学)

A-3 I高齢者のキャリアと余暇観・労働観に関す

る研究」

綿 祐 二 ( 東 京 都 立 大 学 )

A-4 I視覚障害者のレクリエーションとボランティ

アの役割」

渡辺文治

(神奈川県総合リハビリテーションセンター)

A-5 Iネイチャーゲームの普及と指導者養成に関



する一考察」

降旗 信一(ネイチャーゲーム研究所)

大島順子(日本体育大学)

A-6 IS社の野外生活カウンセラー養成報告」

塚本珪一(大阪薫英女子短期大学)

A-7 I子どもスキースクール参加者の期待と満足

について」

浦田憲二(武蔵丘短期大学)

A-8 I学校週5日制の余暇論的考察」

山本清洋(鹿児島大学)

A-9 I女性市民のスポーツ活動の実施頻度別活動

状況とニーズに関する研究」

佐藤 馨(中京大学大学院)

田原淳子(中京大学)

守能信次(中京大学〕

A-lO Iライフコースの視点から見たスポーツ活動

参加パターンに関する研究」

藤 本淳也(大阪体育大学)

原 田宗彦(大阪体育大学)

A-ll I体力と生き甲斐の関連性検証の試み」

橋本和秀(余暇問題研究所)

栗原邦秋(余暇問題研究所)

川 向妙子(東海大学)

A-12 Iレジャー行動からみた身体活動量に関する

研究」

一一高校生の場合

西田俊夫(淑徳短期大学)

8-1 I女子大学におけるレジャー教育の問題と今

後への期待」

短大卒業生からみた一一

荒井啓子(武蔵野短期大学)

8-2 I草野球参加に及ぼす高校野球の影響」

横井康博(中京大学大学院)

藤 原健固(中京大学)

8-3 I台湾における早期レクリエーションに関す

る研究」

一台南市での展開運動を事例に一一
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察 守浦(中京大学大学院)

守能信次(中京大学)

永松昌樹(中京大学大学院〕

8-4 Iスポーツとしてのゴ、ルフに関する一考察」

一一ニュージランドのゴ、ルフを事例として

山本英毅(日本福祉大学)

8-5 Iニュースポーツ愛好者のスポーツ意識と活

動参加意欲について」

佐橋 由 美 ( 樟 蔭 女 子 短 期 大 学 )

8-6 Iスポーツクラブ・ユーザーの消費者行動研

究」

一一性差と婚姻別にみた消費者選好について一一

二宮浩彰(中京大学大学院)

菊地秀夫(中京大学)

守能信次(中京大学)

永吉宏英(大阪体育大学)

8-7 I“まちづくり"としてのスポーツ戦略の検

討」

一“船橋市スポーツ健康都市宣言"による活

動を事例として一一

戸旧安信(船橋市自遊人協会)

宮下桂治(順天堂大学)

木村博人(順天堂大学嘱託)

8-8 I地域と学校のネットワーク化をめざしたス

ポーツ活動の実践的戦略」

一一フライング・ディスク・コ守ルフの展開を事

例として

宮下桂治(JI頂天堂大学)

木村博人(順天堂大学嘱託)

戸 田 安 信 ( 船 橋 市 自 遊 人 協 会 )

8-9 I長期移動型キャンプの効果に関する一考察」

一一“房総フロンティアアドベンチャー '92イ

ン山武"の事例から

木村博人(JI頂天堂大学嘱託)

宮 下 桂 治 ( 順 天 堂 大 学 )

戸 田 安 信 ( 船 橋 市 自 遊 人 協 会 )

8-10 I水戸借楽園の開園目的について」



永嶋正信(東京農業大学)

B-11 I新潟県燕温泉の発展過程に関する研究」

油 井正昭(千葉大学)

木下晴雄(千葉大学大学院)

古 谷勝則(千葉大学)

B-12 I遊園地に関する研究」

一一特に遊園地の選択条についてー

上林利広(大阪体育大学大学院)

原 田宗彦(大阪体育大学)

〈第23回学会大会〉一1993一

A-1 I韓国の国立公園における自然環境保全のた

めの利用規制について」

越 泰東(千葉大学大学院)

A-2 韓国の智異山国立公園の景観特性と利用動向」

古谷勝則(千葉大学大学院〕

A-3 i八溝山地域の景観特a性について」

油井正昭(千葉大学園芸学部)

A-4 iネイチャーゲームの普及と指導者養成に関

する一考察2J

降旗 信一(日本ネイチャーゲーム協会)

A-5 iアウトドア・レジャーや自然志向の高まり

におけるネイチャーゲームの役割と可能性」

大島順子

(日本体育大学・日本ネイチャーゲーム協会)

A-6 I~地図づくり』プログラムについて研究」

塚本珪一(大阪薫英女子短期大学)

A-7 i日本厚生協会の活動に関する一考察」

谷戸一雄(余暇問題研究所)

A -8 iRussell L.Durginに関する研究」

Russell L.Durginが果した我国レクリ

エーション運動における功績一一

半谷 謙寿(東京YMCA社会体育専門学校)

A-9 iラケットボールの経緯と今後の動向」

石塚千登勢(明 治 大 学)

A-lO iレジャー及び生涯スポーツとしての海洋講

座(マリンプログラム)J

大学におけるヨットカリキュラムの検討一
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上野直紀(明星大学)

鈴木秀雄(関東学院大学)

A-11 i周遊型旅行者の旅行形態に関する研究」

特に北海道でバイクツッリングをしている

旅行者に注目して

永井 信(大阪体育大学大学院)

A -12 Iスポーツに関するコマーシャル・フィルム

が企業イメージに与える影響に関する研究」

松岡宏高(大阪体育大学大学院)

B-1 Iレクリエーション指導者の養成制度をめぐ

る諸問題について」

堀 建治(名古屋文化学園保育専門寺椴)

B-2 Iレクリエーション・ワークショップが指導

者養成に巣たした役割について」

高橋 伸(国際基督教大学)

B-3 I地域社会におけるリーダー育成の事例報告」

阿部信博(日本大学理工学部)

B-4 I高齢者の生活充足と余暇活動参加に関する

研究」

愛好スポーツの性格と関連して

佐橋由美(樟蔭女子短期大学)

B-5 I軽度痴呆患者に対する現実見当識訓練を用

いたレクリエーションについてJ

松本あづさ (鶴臨鷺税リハビリテーション科)

B-6 I盲学校におけるレクリエーション・スポー

ツについて」

一←行事・体育・クラブの種目一一

渡辺文治

(神奈川県総合リハビリテーションセンター)

B-7 iキャンプと健康(3)J

一一キャンプにおける幼児とカウンセラーの加

速度脈波一一

川村 協 平 ( 山 梨 大 学 教 育 学 部 )

B-8 I高校生のライフスタイルと身体活動量との

関係」

西田俊夫(淑徳短期大学)

B-9 Iボールルームダンスの健康意識に関する研



究」

竹内正雄(星薬科大学)

B-lO 円11崎市在住女性の自由時間行動に関する分

析」

とくに休日の実態・希望及び目的について一一

川 向妙子(東海大学)

B-l1 I居住意識と地域スポーツ活動の関連性につ

いての検討」

大北文生(東海大学)

B -12 I余暇生活相談室利用者の分析」

三本 勲夫(八王子レクリエーション学院)

〈第24回学会大会〉一1994-

A-1 女性の「ライフスタイル」と学習意識との関係

~特lこM短大卒業生について~

。堀 良子(帝塚山学院大学)

A-2 女性の学習行動の現状と課題

~学習内容の比較から~

。 荒井啓子(武蔵野短期大学)

A-3 I学習タイプ」からみた女性の生き方について

O松浦三代子(東京女子体育大学)

A-4 生涯学習の意識に関する一考察

~ I家族の収入」と「ライフコース」を中心に~

O寺嶋文代(都立北多摩高校)

A-5 白山源三郎・三隅達郎にみる日本における初

期のレクリエーション観

~関東学院大学でのインタビュー(1980年 1月

13日)を中心に~

O 鈴 木秀雄(関東学院大学)

A-6 幼児の「自然一自由遊び」の教材化に関する

試み

~特に教材化とその価値の決め手の問題を巡っ

て ~

O佐 藤朝代(けやの森学園)

A-7 サッカーくじ導入の功罪に関する一考察

O 山田文男(大谷女子大学)

A-8 国民体育大会の意義と役割に関する研究

~特に沖縄，京都，東四国国体における地域住
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民の意識の比較について~

。長積 仁(大阪体育大学研究員)

A-9 高齢者の QOLに対する余暇活動参加の影

響

O佐藤 由 美 ( 樟 蔭 女 子 短 期 大 学 )

A-10 中・高年者の日常行動における快・不快の意

議

。阿部{言博 (8本大学工学部)

A-l1 セラビューティックレクリエーションの視点

からみた社会福祉施設支援

~デイホームのプログラムサービスについて~

。飯田 明(東京体育専門学校)

鈴木秀雄(関東学院大学)

A-12 障害者スポーッ施設職員のレクリエーション

認識に関する研究

O 野村一路(日本体育大学〉

B-1 I地図づくり」プログラムについての研究(2)

。塚本珪ー(大阪薫英女子短期大学)

B-2 キャンプと健康(第4報)

。川村協平(山梨大学〕

B-3 野外活動における子どもの健康状態の評価

o正武家重治(札幌市立上野幌東小学校)

B-4 キャンプにおけるボランティア指導者の研究

~東京YMCAキャンプリーダーの調査から~

O杉内 伸生(東京YMCA野外教育研究所)

B-5 大学におけるレジャー教育・生涯スポーツと

してのヨット

O上野直紀(いわき明星大学)

鈴木秀雄(関東学院大学)

B-6 大学生のレジャースポーツ行動の参加動機に

関する研究

~定期的参加と不定期参加者との比較~

O西田俊夫(淑徳短期大学)

B-7 ESM法を用いたファミリ・レジャ←研究の

試み

o西野仁(東海大学)

B-8 民間スポーツクラブにおけるプログラムサー



ビスの進化

~特に off-siteプログラムとしてのイベン

トに注目して~

O松永 敬子(スポーツ産業特別講座研究員)

B-9 大規模公園における利用状況の謁査方法に関

する研究

o栗田 和弥(東京農業大学農学部造園科)

B-lO 韓国の智異山国立公園における公園政策の変

遷について

O越泰東(千葉大学)

B-ll 沖縄におけるリゾート開発の一考察

O小泉勇治郎(神戸YMCA学院専門学校)

〈第25回記念大会~ c研現発劃一1995一

A-1 I過去3年間の NRPAシンポジウム抄録に

みられるレジャー・レクリエーションの研究動

向一一 1992~1994年一一 J COHP) 

O 栗原邦秋(余暇問題研究所)

高橋和敏(余暇問題研究所)

A-2 I J社におけるリラクセーション研修の試み

とその自覚効果についてJCOHP) 

~その研修内容と追跡調査の結果から~

o本田真次(日本航空株式会社)

山崎律子(余暇問題研究所)

川 向妙子(東海大学)

A-3 Iリハビリテーション・トレーニングにおけ

る質的指導重視の事例研究JCOHP) 

~頚椎後縦字靭帯骨化症患者の場合~

o若林恭子(日本航空株式会社)

松浦良一(日本航空株式会社)

飛鳥田一郎(日本航空株式会社)

A-4 I小中学生の野外活動に関する課題と方向性

についてJCスライド)

~特にプログラム展開を中心に~

o森 孝昭(横浜市立菊名小学校)

鈴 木秀雄(関東学院大学)

A-5 I大学生におけるレジャー活動の瀧足度に関

する比較研究JCOHP) 
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~日本(東海大学)韓国(ギョンヒ大学)アメリ

カ(アリゾナ州立大学)の学生を対象として~

O周 廷鏑(韓国レクリエーション協会)

高橋和敏(余暇問題研究所)

A-6 Iフィットネス指導と健康に関する一考察」

COHP) 

~ホリスティック・アプローチから~

o藤原 武志 (スポーツ・エデュケーション・アカデミー)

勝 宏史 (スポーツ・エデュケーション・アカデミー)

A-7 I日本における国土開発に伴う風景問題につ

いて COHP)

~1960年代~1970年代前半までの自然、公園を対

象として~

O裏 重南(千葉大学大学院)

油井正昭(千葉大学大学)

A-8 Iアメリカの国立公園利用におけるベットの

規制についてJ(OHP) Cスライド)

o古谷勝則(千葉大学)

A-9 Iスポーッ産業・レジャー産業に従事してい

る体育系大学の卒業生の実態調査JCOHP) 

O黒田次郎(日本体育大学)

A-lO I公共と民間の体育・スポーツ施設における

棲み分けと競合に関する一考察JCOHP) 

O松永敬子(一宮女子短期大学)

原田宗彦(大阪体育大学)

池田 勝(大阪体育大学)

A-ll I商業スポーツ施設における会員の満足度に

関する研究JCOHP) 

~満足空間モデルにおける満足度の変化につい

て~

。原田尚幸(中京大学大学院)

原田宗彦(大阪体育大学)

池田 勝(大阪体育大学)

守能信次(中京大学)

A-12 Iレジャー経験における主観的要素の分析法

に関する検討」

~ESM によるデータ収集と主要な構成概念に



注目して~

O 佐橋由美(樟蔭女子短期大学)

B-l I大学受験とそのあり方に関する研究」

~特に一次集計の結果からみた女子高生の一般

的傾向~

o小西啓子(竹早教員養成所)

B-2 I女子高校生の大学選択理由(5因子)とそ

の受験意識との関係」

~高群と低群の比較を中心に~

o田中美智子(飯田女子短期大学)

浅 田隆夫(筑波大学)

B-3 I大学受験とそのあり方に関する研究・母親

の大学教育観」

~女子高生の志望・母親の年齢・子どもの数と

の関係から~

。寺嶋文 代 ( 都 立 北 多 摩 高 校 )

浅 田隆夫(筑波大学)

B-4 I家族関係からみた女子高生の大学受験意識」

。角田亨子(神奈川大学)

浅 田隆夫(筑波大学)

B-5 I女子高生の大学受験意識と母親の大学教育

に対する期待観との関係」

~特に文系と理系の比較~

O深瀬嘉子(山形女子短期大学)

浅 田隆夫(筑波大学)

B-6 I国際交流で知る地域づくりの視点」

~オーストラリア・クイーズランド州ヌーサで

のホームステイ・自然活動を通して~

o坂口正治(東洋大学短期大学)

石井允(立教大学)

矢川律子

( Cultural Exchange Holidaysオーストラリ7l轄)

鈴 木秀雄(関東学院大学)

B-7 I学外コースにおける PhysicalRecreation 

“ヨット"を通してのレジャー教育」

~ヨット実践フ。ログラムからの満足度の研究~

o上野直紀(いわき明星大学)

鈴木秀雄(隠東学院大学)

五十嵐幸一(いわき明星大学)

B-8 Iファミリーレクリエーション活動の実態調

査」

~殺の運動部経験による比較から~

O梅原俊子(あさひな幼稚園)

B-9 Iキャンプの教材化とその価値の決め手の問

題を巡って(第2報)J(ビデオ)

。佐藤朝代(けやの森学園)

B -10 11950年代における野外活動の傾向に関する

研究」

O 中村正男(東横学園女子短期大学)

B-11 I救急法・蘇生法カリキュラム指導の検討」

o杉浦俊之(東京体育専門学校)

鈴木秀雄(関東学院大学)

〈第25回学会大会;>(実践報告〕ー1995-

A-l I神奈川における視覚障害者のレクリエーショ

ンの展開(1)J(スライド)

~神奈川の現状とサポート体制~

。古畑英雄

(般会藤沢障害者自立生活援劫センター)

渡辺文治

(棉弱l鴎給リハビリテーションセント間ライトホーム)

塩沢哲夫

(神調|鴎絵リハビリテーションセント出ライトホーム)

末田靖員IJ

(欄|鴎給リハピザテーションセンター出ライトホーム)

A-2 I神奈川における視覚障害者のレクリエーショ

ンの展開(2)J(スライド)

~盲人卓球~

O渡辺文治

(欄|鴎鉛リハビリテーションセント出ライトホーム)

塩沢哲夫

(神羽1時給リハビリテーションセント出ライトホーム)

末田靖則

(樟弱|隠給リハビリテーションセント出ライトホーム)

古畑英雄
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(光友会藤沢障害者自立生活援助センター)

A-3 r神奈川における視覚障害者のレクリエーショ

ンの展開(3)J(スライド)

~フロアバレーボール(盲人バレーボール)-

。塩沢哲夫

(神菊|鴎給リハビリテーションセント出ライトホーム)

渡辺文治

(欄|鴎給リハビリテーションセンタ寸加イトホーム)

末田靖則

(欄|鴎給リノ、ピリテーションセント出ライトホーム)

古畑英雄

01:友会藤沢障害者自立生活援助センター)

A-4 r神奈川における視覚障害者のレクリエーショ

ンの展開(4)J(スライド)

~視覚障害者のスキー，ブラインドスキー~

o増田良二

(棉弱|時給リハビリテーションセンター出ライトホーム)

間嶋和子

(神剃l糊覚障報助赤十字奉仕団)

末田靖則

(機事|鴎給リハビリテーションセンター出ライトホーム)

渡辺文治

(欄l隠給リハビリテーションセンター出ライトホーム)

A-5 r神奈川における視覚障害者のレクリエーショ

ンの展開(5)J(スライド)

~スポーツ以外のレクリエーションにていて~

。末田靖則

(欄|隣給リハビリテーションセンター出ライトホーム)

渡辺文治

(欄|鴎姶リハビリテーションセント闘うイトホーム)

丸山哲雄

(欄|鴎給リノゼ1)テーションセント出ライトホーム)

間嶋和子

(欄iI県視覚障報助赤十字奉個)

古畑英雄

(光友会藤沢障害者自立生活援助センター)

A-6 r知的障害者施設におけるレクリエーション
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の実践J(スライド)

~楽しく，豊かな生活をおくるには~

O 大場 伸(東京都千葉福祉ホーム)

A-7 r高齢障害者を対象としたグループレクリエー

ションの選沢J(OHP) (スライド)

~能力に合わせたレクリエーションゲームにつ

いて~

。松本あづさ(鶴巻温泉病院)

A-8 r高齢者レク活動の視点からみたエルダーホ

ステル活動についてJ(スライド)

~北米インカネーション・キャンプの事例から~

o広田治久(余暇問題研究所)

山崎律子(余暇問題研究所)

川向妙子(東海大学)

A-9 r第54回NESRA年次大会にみられる職場レ

クリエーションの動向J(スライド〕

O 浅宮佐知子(余暇問題研究所)

橋本和秀(余暇問題研究所)

山崎律子(余暇問題研究所)

A-lQ r学外コースにおけるマリンプログラムとし

てのヨット授業の実践J(スライド)

O上野直紀(いわき明星大学)

鈴木秀雄(関東学院大学)

五十嵐幸一(いわき明星大学)

A-ll r神戸YMCA学院専門学校社会体育学科・

海洋スポーツ判ヰにおけるレジャー・レクリエー

ション実習実践報告J(スライド)

O小泉勇治郎(神戸YMCA学院専門学校)

山下陽一郎(神戸YMCA学院専門学校)

片岡 麻理(神戸YMCA学院専門学校)

A-12 r東京家政学院大学におけるカヌー実習につ

いてJ(ビデオ)

o芳賀健治(東京家政学院大学)

A-13 rオーストラリア・クイーンズランド州ヌー

サでのホームステイ・自然活動を通してのレジャー

.レクリエーションJ(スライド)

O上村都貴絵(貞 静 学 園)



石井允(立教大学)

矢川律子

( Cultural Exchange Holidaysオーストラリア理事)

鈴木秀雄(関東学院大学)

坂口正治(東洋大学短期大学)

加藤恵子(立教大学研究生)

A-14 Iオージースポーツ・プログラムと受講生の

反応についてJ(スライド)

。下田由香

(スポーツ・エデュケーション・アカデミー〕

田代みみこ

(スポーツ・エデュケーション・アカデミー)

B-1 I高齢化・福祉化社会の新しい生涯スポーツ.

パーンゴノレフ (BAHNGOLF) J 

~日本パーンゴ、ルフ協会の設立と今後の方向性~

。西田 俊 夫 ( 淑 徳 、 短 期 大 学 )

荒井ルリ子(日本パーンゴルフ協会)

B-2 I市町村レク協会における生涯学習事業の可

能性を探るJ(ビデオ)

~八王子市レクリエーション協会の実践紹介を

通して~

O丸山 正(八王子レクリエーション協会)

B-3 Iレクリエーションダンス教育課程構築への

実践報告J(ビデオ)

O浦江千幸

(BLUE THREEレクダンス研究会事務局)

B-4 Iレク指導者が地域スポーツにはたす役割」

~制度ボランティアの関わりから~

O杉本晴夫(船橋市自遊人協会)

宮下桂治(JI頂天堂大学)

戸田安信(船橋市自遊人協会)

B-5 I地域余暇情報提供の実践活動」

~ベルクリンの発行から~

O戸田 安信(船橋市白遊人協会)

宮下桂治(JI頂天堂大学)

杉本晴夫(船橋市自遊人協会)

B-6 I消化不良損塾・横須賀市レクリエーション
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指導研究会」

~オーバーナイト・ウオーク実践活動報告~

O岸 正晴

(膨頭市レクリエーション指導研究会)

B-7 Iフライング・ディスク・ゴルフによる「楽

しさ」を導き出す授業の実践」

~生涯スポーツの視点から~

O宮下桂治(JI原天堂大学)

杉 本 晴 夫 ( 船 橋 市 自 遊 人 協 会 )

戸田安信(船橋市自遊人協会)




